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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年12月6日(2018.12.6)

【公表番号】特表2017-521104(P2017-521104A)
【公表日】平成29年8月3日(2017.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2017-029
【出願番号】特願2016-564286(P2016-564286)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    8/13     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年10月29日(2018.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光照射部と、
　前記光照射部からの光が被検体に照射されることにより生じた音響波を受信し、受信信
号群を出力する複数のトランスデューサと、
　前記複数のトランスデューサの少なくとも一部のトランスデューサの指向軸が集まるよ
うに、前記複数のトランスデューサを支持する支持体と、
　前記支持体及び前記被検体の少なくとも一方を移動させる駆動部と、
　前記複数のトランスデューサから出力された前記受信信号群を記憶する第１のメモリと
、
　前記被検体内の注目位置の被検体情報を取得する処理部と、
　を有し、
　前記光照射部は、複数回光を前記被検体に照射し、
　前記駆動部は、前記複数回の光照射のそれぞれにおいて前記支持体と前記被検体との相
対位置が異なるように前記支持体を移動させ、
　前記複数のトランスデューサは、前記複数回の光照射のそれぞれによって生じた音響波
を受信し、前記複数回の光照射に対応する複数の受信信号群を出力し、
　前記第１のメモリは、前記複数の受信信号群を記憶し、
　前記処理部は、前記第１のメモリに記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信
信号群に対して、前記支持体と前記注目位置との相対位置に応じた重みで重み付けして前
記注目位置の被検体情報を取得する
ことを特徴とする光音響装置。
【請求項２】
　前記支持体は、球に基づく形状であり、
　前記複数のトランスデューサの少なくとも一部の指向軸が集まる位置は、前記球に基づ
く形状の曲率中心である
ことを特徴とする請求項１に記載の光音響装置。
【請求項３】
　前記支持体は、半球状である
ことを特徴とする請求項２に記載の光音響装置。
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【請求項４】
　前記光照射部は、前記指向軸が集まる位置に向けて光を照射する
ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項５】
　複数の相対位置のそれぞれにおける、前記被検体の位置の情報を測定する第１の測定部
と、
　前記複数の相対位置のそれぞれにおける、前記支持体の位置の情報を測定する第２の測
定部と、を更に有し、
　前記処理部は、前記第１の測定部により測定された前記被検体の位置の情報と、前記第
２の測定部により測定された前記支持体の位置の情報と、に基づいて前記重みを決定する
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項６】
　複数の相対位置のそれぞれに対応する重みが記憶された第２のメモリを更に有し、
　前記処理部は、前記第２のメモリから前記相対位置に対応する重みを読み出すことによ
り前記重みを決定する
ことを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項７】
　前記処理部は、前記第１のメモリに記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信
信号群に対して、前記指向軸が集まる位置と前記注目位置との距離に応じた重みで重み付
けして前記注目位置の被検体情報を取得する
ことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項８】
　前記処理部は、前記第１のメモリに記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信
信号群に対して、前記距離が小さくなるにつれて大きな重みで重み付けをする
ことを特徴とする請求項７に記載の光音響装置。
【請求項９】
　前記処理部は、前記第１のメモリに記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信
信号群に対して、前記距離を指数とする指数関数を重みとして重み付けを行う
ことを特徴する請求項８に記載の光音響装置。
【請求項１０】
　前記重みは、全方位において前記注目位置が前記指向軸が集まる位置に近づくにつれて
大きくなる
ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項１１】
　前記重みは、前記注目位置が前記指向軸が集まる位置に近づくにつれて等方的に大きく
なる
ことを特徴とする請求項１０に記載の光音響装置。
【請求項１２】
　前記処理部は、前記第１のメモリに記憶された前記複数の受信信号群のうち、前記距離
が閾値よりも大きい場合に前記複数のトランスデューサから出力された受信信号群を用い
ずに前記注目位置の被検体情報を取得する
ことを特徴とする請求項７から１１のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項１３】
　前記閾値は、前記指向軸が集まる位置から前記注目位置に向かう方向によって異なる
ことを特徴とする請求項１２に記載の光音響装置。
【請求項１４】
　前記処理部は、前記指向軸が集まる位置から、当該位置の分解能から分解能が半分とな
るまでの距離を、前記閾値として設定する
ことを特徴とする請求項１２または１３に記載の光音響装置。
【請求項１５】
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　前記処理部は、受信信号群のそれぞれの受信信号に対して、前記支持体と前記注目位置
との相対位置に応じた一律の重みで重みづけを行う
ことを特徴とする請求項１から１４のいずれか１項に記載の光音響装置。
【請求項１６】
　複数のトランスデューサの少なくとも一部の素子の指向軸が集まるように支持体上に配
置された前記複数のトランスデューサにより、前記支持体と被検体との相対位置が互い異
なる複数の状態のときに、前記被検体から生じた音響波を受信して記憶された前記複数の
状態に対応する複数の受信信号群に基づいて、前記被検体内の注目位置の被検体情報を取
得する信号処理装置であって、
　前記記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信信号群に対して、前記支持体と
前記注目位置との相対位置に応じた重みで重み付けして前記注目位置の被検体情報を取得
することを特徴とする信号処理装置。
【請求項１７】
　前記複数の受信信号群のそれぞれの受信信号群に対して、前記指向軸が集まる位置と前
記注目位置との距離に応じた重みで重み付けして前記注目位置の被検体情報を取得する
ことを特徴とする請求項１６に記載の信号処理装置。
【請求項１８】
　前記複数の受信信号群のそれぞれの受信信号群に対して、前記距離が小さくなるにつれ
て大きな重みで重み付けをする
ことを特徴とする請求項１７に記載の信号処理装置。
【請求項１９】
　前記複数の受信信号群のそれぞれの受信信号群に対して、前記距離を指数とする指数関
数を重みとして重み付けを行う
ことを特徴する請求項１８に記載の信号処理装置。
【請求項２０】
　前記重みは、全方位において前記注目位置が前記指向軸が集まる位置に近づくにつれて
大きくなる
ことを特徴とする請求項１６から１９のいずれか１項に記載の信号処理装置。
【請求項２１】
　前記重みは、前記注目位置が前記指向軸が集まる位置に近づくにつれて等方的に大きく
なる
ことを特徴とする請求項２０に記載の信号処理装置。
【請求項２２】
　前記複数の受信信号群のうち、前記距離が閾値よりも大きい場合に前記複数のトランス
デューサから出力された受信信号群を用いずに前記注目位置の被検体情報を取得する
ことを特徴とする請求項１７から２１のいずれか１項に記載の信号処理装置。
【請求項２３】
　前記閾値は、前記指向軸が集まる位置から前記注目位置に向かう方向によって異なる
ことを特徴とする請求項２２に記載の光音響装置。
【請求項２４】
　前記指向軸が集まる位置から、当該位置の分解能から分解能が半分となるまでの距離を
、前記閾値として設定する
ことを特徴とする請求項２２または２３に記載の光音響装置。
【請求項２５】
　複数のトランスデューサの少なくとも一部の素子の指向軸が集まるように支持体上に配
置された前記複数のトランスデューサにより、前記支持体と被検体との相対位置が互い異
なる複数の状態のときに、前記被検体から生じた音響波を受信して記憶された前記複数の
状態に対応する複数の受信信号群に基づいて、前記被検体内の注目位置の被検体情報を取
得する信号処理方法であって、
　前記記憶された前記複数の受信信号群のそれぞれの受信信号群に対して、前記支持体と
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前記注目位置との相対位置に応じた重みで重み付けして前記注目位置の被検体情報を取得
する工程を有する
ことを特徴とする信号処理方法。
【請求項２６】
　請求項２５に記載の信号処理方法をコンピュータに実行させるプログラム。
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